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ホ
イ
バ
ッ
ハ
カ
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ン

宮
谷
社
長

住友ゴム、
東北大など

原
子
・
分
子
・
ナ
ノ
構
造
の
運
動

放
射
光
技
術
で
測
定

５０年に２３６兆円市場

２２年比で７.９倍

カーボンニュートラル燃料

富士経済
予 測

現
ホ
イ
バ
ッ
ハ
・
グ
ル
ー

プ
は
２
０
２
２
年
１
月
、
旧

ホ
イ
バ
ッ
ハ
と
ク
ラ
リ
ア
ン

ト
の
顔
料
事
業
の
合
併
に
よ

り
発
足
し
た
。
統
合
時
点
で

売
上
高
は
９
億
�
（
当
時
の

レ
ー
ト
で
約
１
１
７
０
億

円
）
に
達
し
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
グ
ル

ー
プ
に
次
ぐ
有
機
顔
料
の
雄

と
し
て
期
待
を
集
め
た
。

だ
が
、
２３
年
の
顔
料
不
況

が
響
き
、
今
年
４
月
に
は
ド

イ
ツ
の
事
業
会
社
と
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

の
管
理
会
社
が
破
産
。
先
進

国
系
同
士
に
よ
る
大
型
再
編

の
今
後
を
占
う
事
例
と
し
て

動
向
が
注
視
さ
れ
て
い
る
。

在
欧
法
人
が
破
産
に
至
っ

た
経
緯
は
こ
う
だ
。

現
ホ
イ
バ
ッ
ハ
・
グ
ル
ー

プ
は
Ｓ
Ｋ
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
と
ク
ラ
リ
ア
ン

ト
、
旧
ホ
イ
バ
ッ
ハ
が
出
資

し
た
フ
ァ
ン
ド
を
頂
点
に
置

き
、
傘
下
に
ク
ラ
リ
ア
ン
ト

系
と
ホ
イ
バ
ッ
ハ
系
の
事
業

会
社
が
並
び
立
つ
。
業
績
に

か
か
わ
ら
ず
一
定
の
配
当
を

フ
ァ
ン
ド
側
に
環
流
さ
せ
る

契
約
だ
っ
た
た
め
、
在
欧
法

人
は
２３
年
の
顔
料
不
況
で
自

前
資
産
な
ど
を
切
り
崩
し
て

補
填
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

フ
ァ
ン
ド
側
は
こ
の
頃
か
ら

売
却
交
渉
を
進
め
て
い
た

が
、
今
年
４
月
に
有
力
候
補

が
突
如
入
札
か
ら
撤
退
。
買

収
と
民
事
再
生
を
目
指
し
た

当
初
の
シ
ナ
リ
オ
が
一
転

し
、
在
欧
各
社
が
破
産
に
追

い
込
ま
れ
た
格
好
だ
。

ド
イ
ツ
の
２
工
場
は
４
月

後
半
に
稼
働
停
止
と
な
っ
た

が
、
早
く
も

５
月
半
ば
に

生

産

を

再

開
。
足
元
で

は
ほ
ぼ
フ
ル

稼

働

に

達

し
、
生
産
計

画
を
６
週
遅

れ
に
と
ど
め

た
。
兄
弟
会

社
に
当
た
る

日
本
法
人
・

ホ
イ
バ
ッ
ハ

カ
ラ
ー
ジ
ャ

パ
ン
の
宮
谷

隆
義
社
長
に

よ
れ
ば
「
幅

広
い
産
業
に

不
可
欠
な
素

材
と
し
て
、

客
層
か
ら
ま

と
ま
っ
た
購

入
代
金
を
前

払
い
で
得
ら

れ
た
」
こ
と

が
稼
働
再
開

の
要
因
で
、

清
算
や
グ
ロ

ー
バ
ル
供
給

の
途
絶
と
い

っ
た
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
を

回
避
し
た
。

現
在
は
各

国
法
人
ご
と

の
独
立
採
算

に
よ
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
変
わ
っ
た

が
、
そ
も
そ
も
ア
ジ
ア
・
米

州
な
ど
に
あ
る
各
工
場
の
生

産
や
財
務
状
況
は
「
す
べ
て

健
全
」（
宮
谷
氏
）。一
時
は
ド

イ
ツ
産
顔
料
の
代
替
供
給
も

求
め
ら
れ
、
ホ
イ
バ
ッ
ハ
カ

ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
静
岡
工
場

（
静
岡
県
掛
川
市
）
も
３
割

の
増
産
体
制
と
す
る
な
ど
安

定
供
給
に
努
め
た
。

ホ
イ
バ
ッ
ハ
・
グ
ル
ー
プ

は
再
建
に
向
け
て
新
た
な
株

主
を
迎
え
入
れ
る
た
め
の
買

収
プ
ロ
セ
ス
の
さ
な
か
に
あ

る
。
６
月
に
は
法
的
拘
束
力

の
な
い
ノ
ン
バ
イ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
１
次
入
札
が
行
わ
れ

「
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
バ
イ
ヤ

ー
（
戦
略
的
買
収
者
）、フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
バ
イ
ヤ
ー
（
金

融
的
買
収
者
）
と
も
多
く
が

入
札
し
た
」（
同
）。さ
ら
に
７

月
に
は
法
的
拘
束
力
の
あ
る

２
次
入
札
へ
と
移
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
２
つ

の
買
収
条
件
だ
。
ド
イ
ツ
で

選
任
さ
れ
た
破
産
管
財
人
は

�
グ
ル
ー
プ
全
法
人
の
一
括

買
収
�
ド
イ
ツ
産
顔
料
を
ユ

ー
ロ
ベ
ー
ス
で
２４
年
４
月
比

１５
％
値
上
げ
す
る
こ
と
�
か

ら
な
る
基
本
方
針
を
策
定
。

企
業
価
値
の
維
持
に
向
け
、

と
り
わ
け
グ
ル
ー
プ
の
一
体

性
保
持
を
最
優
先
の
条
件
と

し
て
買
収
成
立
を
目
指
す
。

一
方
で
１５
％
の
値
上
げ
に

は
、
他
の
先
進
国
系
メ
ー
カ

ー
に
も
通
底
し
た
課
題
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。
顔
料
メ
ー

カ
ー
は
一
般
に
、
固
定
費
負

担
の
重
さ
に
比
し
て
生
産
数

量
が
少
な
い
。
と
く
に
高
コ

ス
ト
体
質
の
在
欧
拠
点
を
持

つ
メ
ー
カ
ー
で
は
３０
％
近
い

値
上
げ
が
必
要
と
さ
れ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
顔
料
市
場
で
は

「
１５
％
が
事
業
継
続
の
た
め

の
最
低
水
準
」
と
の
認
識
が

広
が
る
。

他
社
も
同
様
の
値
上
げ
を

打
ち
出
す
な
か
、
宮
谷
氏
は

「
先
進
国
品
と
新
興
国
品
の

価
格
体
系
が
さ
ら
に
乖
離
し

て
い
く
過
渡
期
に
あ
る
」
と

指
摘
。
す
で
に
各
社
と
も
先

進
国
拠
点
に
お
け
る
生
産
品

目
を
自
動
車
塗
料
用
や
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
・
セ
ン
サ
ー
用
と

い
っ
た
高
級
顔
料
に
絞
り
込

ん
で
き
た
が
、
今
後
さ
ら
に

値
差
が
開
い
た
場
合
で
も
新

興
国
品
に
よ
る
代
替
は
難
し

い
と
み
る
。

同
社
グ
ル
ー
プ
は
旧
ヘ
キ

ス
ト
以
来
の
ア
ゾ
系
赤
色
顔

料
の
製
造
技
術
を
コ
ア
と
す

る
た
め
、
製
品
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
上
は
印
刷
イ
ン
キ
な
ど

の
汎
用
向
け
も
い
ぜ
ん
多
く

抱
え
て
い
る
。
だ
が
有
機
顔

料
の
中
核
拠
点
で
あ
る
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
工
場
で
は
、
か

つ
て
強
み
だ
っ
た
中
間
体
か

ら
の
一
貫
生
産
プ
ロ
セ
ス
を

す
で
に
グ
ル
ー
プ
外
へ
と
ス

ピ
ン
ア
ウ
ト
。
２４
年
に
予
定

し
て
い
た
ア
ゾ
顔
料
生
産
ラ

イ
ン
の
１
基
停
止
は
安
定
供

給
を
優
先
す
る
た
め
に
延
期

し
た
が
、「
将
来
的
に
は
避
け

ら
れ
な
い
選
択
」（
同
）
と
し

て
残
り
続
け
る
。
今
後
は
汎

用
ア
ゾ
顔
料
を
イ
ン
ド
拠
点

に
集
約
し
つ
つ
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
の
生
産
品
目
を
キ
ナ

ク
リ
ド
ン
顔
料
・
バ
イ
オ
レ

ッ
ト
顔
料
な
ど
高
級
品
へ
と

絞
り
込
ん
で
い
く
方
針
だ
。

星
光
Ｐ
Ｍ
Ｃ
は
、
新
事
業

と
し
て
育
成
す
る
銀
ナ
ノ
ワ

イ
ヤ
ー
分
散
体
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
市
場
を
広
げ
る
。
従
来
の

タ
ッ
チ
セ
ン
サ
ー
の
電
極
形

成
な
ど
の
用
途
に
加
え
、
軽

く
て
曲
げ
ら
れ
る
ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
型
太
陽
電
池
の
電
極

形
成
や
先
端
半
導
体
の
電
磁

波
シ
ー
ル
ド
向
け
の
提
案
を

新
た
に
開
始
。
製
造
プ
ロ
セ

ス
の
簡
素
化
に
つ
な
が
る
と

い
っ
た
利
点
を
訴
求
し
、
早

期
の
実
績
化
を
目
指
す
。

◇

自
社
の
分
散
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
銀
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ
ー

分
散
体
は
、
千
葉
工
場
（
千

葉
県
市
原
市
）
に
量
産
設
備

を
導
入
し
て
１０
年
が
経
過
し

た
。
用
途
探
索
の
進
展
で
分

散
形
態
も
変
わ
り
、
当
初
中

心
を
占
め
た
水
系
分
散
体
か

ら
ニ
ー
ズ
の
強
い
溶
剤
系
へ

の
対
応
が
進
ん
だ
。
直
径
が

２０
�
〜
２５
�
�
、
長
さ
が
１０

�
�
ほ
ど
の
銀
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ

ー
を
標
準
グ
レ
ー
ド
と
し
つ

つ
、
細
径
化
や
短
軸
化
に
対

応
。
銀
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ
ー
の
濃

度
は
２
・
５
重
量
％
以
下
を

前
提
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て

い
る
。

当
初
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
や
タ
ッ
チ
セ
ン

サ
ー
の
透
明
電
極
形
成
な
ど

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
周
辺
で
事
業

化
を
狙
っ
た
が
、
直
近
で
は

再
エ
ネ
・
半
導
体
な
ど
先
端

市
場
へ
の
提
案
も
始
ま
っ

た
。銀

ナ
ノ
ワ
イ
ヤ
ー
は
繊
維

形
状
の
た
め
接
触
点
が
多

く
、
延
性
に
富
む
点
な
ど
か

ら
も
「
屈
曲
・
伸
縮
へ
の
適

性
」
が
１
つ
の
焦
点
に
な
る
。

従
来
の
タ
ッ
チ
セ
ン
サ
ー
向

け
で
も
硬
質
で
曲
げ
ら
れ
な

い
イ
ン
ジ
ウ
ム
・
ス
ズ
酸
化

物
（
Ｉ
Ｔ
Ｏ
）
膜
の
代
替
を

狙
っ
た
が
、
新
た
に
同
様
の

屈
曲
性
が
必
要
な
ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
太
陽
電
池
の
透
明
電

極
形
成
に
照
準
を
合
わ
せ

る
。ペ

ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電

池
で
は
発
電
層
や
電
子
輸
送

層
な
ど
を
溶
液
塗
工
で
成
膜

す
る
一
方
、
Ｉ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る

透
明
電
極
層
を
形
成
す
る
に

は
真
空
蒸
着
が
必
要
と
さ
れ

る
。
こ
れ
を
銀
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ

ー
に
置
き
換
え
れ
ば
溶
液
塗

工
で
の
統
一
が
可
能
と
な

る
。量

産
適
用
に
向
け
て
は
ダ

イ
コ
ー
タ
ー
に
よ
る
「
ロ
ー

ル
ｔ
ｏ
ロ
ー
ル
」
成
膜
を
想

定
。
こ
の
ほ
か
伸
縮
セ
ン
サ

ー
な
ど
に
用
い
る
導
電
膜
向

け
で
は
、
単
独
利
用
に
限
ら

ず
他
の
導
電
材
料
と
組
み
合

わ
せ
る
助
剤
と
し
て
の
用
途

が
視
野
に
入
る
。

複
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
を

基
板
上
で
組
み
合
わ
せ
る
チ

ッ
プ
レ
ッ
ト
実
装
な
ど
が
注

目
さ
れ
る
半
導
体
の
先
端
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
（
後
工
程
）

で
は
、
機
能
の
異
な
る
半
導

体
同
士
の
ノ
イ
ズ
干
渉
を
防

ぐ
周
辺
材
料
と
し
て
提
案
す

る
。
同
用
途
で
は
ウ
エ
ハ
ー

レ
ベ
ル
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
レ
ベ

ル
で
電
磁
波
の
反
射
機
能
を

付
与
す
る
必
要
が
あ
り
、
各

社
が
錯
体
イ
ン
キ
な
ど
の
液

状
材
料
や
絶
縁
保
護
シ
ー
ト

へ
の
機
能
付
与
の
か
た
ち
で

提
案
を
進
め
て
い
る
。

星
光
Ｐ
Ｍ
Ｃ
は
銀
ナ
ノ
ワ

イ
ヤ
ー
分
散
体
に
よ
る
フ
ィ

ル
ム
・
シ
ー
ト
へ
の
塗
工
が

有
力
と
み
て
提
案
。
ウ
エ
ハ

ー
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
隙
間
な

く
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
た
め
に

伸
縮
性
が
問
わ
れ
、
透
明
性

も
兼
ね
た
材
料
と
し
て
採
用

を
狙
う
。

有
機
顔
料
世
界
２
位
の
ホ
イ
バ
ッ
ハ
・
グ

ル
ー
プ
は
、
今
秋
に
も
株
主
交
代
を
経
て
新

た
な
経
営
体
制
の
発
足
を
目
指
す
。
今
年
４

月
に
一
部
の
在
欧
法
人
が
債
務
超
過
で
破
産

し
た
が
、
足
元
で
は
自
力
救
済
に
成
功
し
て

ド
イ
ツ
工
場
が
稼
働
を
再
開
。
ア
ジ
ア
な
ど

の
他
エ
リ
ア
の
工
場
も
高
稼
働
を
続
け
る
。

「
グ
ル
ー
プ
一
括
買
収
」
を
条
件
に
新
株
主

を
募
り
、
早
期
の
グ
ル
ー
プ
再
建
を
目
指
す
。

汎
用
品
市
場
で
中
国
・
イ
ン
ド
な
ど
新
興
国

勢
の
台
頭
が
進
む
な
か
、
先
進
国
拠
点
で
は

高
級
顔
料
に
専
念
す
る
最
適
生
産
体
制
の
確

立
を
急
ぐ
。

住
友
ゴ
ム
工
業
は
東
北
大

学
、
理
化
学
研
究
所
、
高
輝

度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と

共
同
で
、
１
�
秒
を
含
む
幅

広
い
時
間
領
域
で
原
子
・
分

子
・
ナ
ノ
構
造
の
運
動
を
測

定
で
き
る
放
射
光
技
術
を
開

発
し
た
と
発
表
し
た
。
高
強

度
か
つ
耐
摩
耗
性
に
優
れ
た

タ
イ
ヤ
開
発
に
応
用
す
る
。

住
友
ゴ
ム
は
東
北
大
学
の

齋
藤
真
器
名
准
教
授
と
、
タ

イ
ヤ
の
摩
耗
性
能
向
上
を
目

指
し
た
共
同
研
究
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
従
来
の
測
定
技

術
で
は
１０
�
〜
１
０
０
０
�

秒
の
時
間
領
域
で
し
か
ゴ
ム

中
の
原
子
・
分
子
運
動
を
測

定
で
き
ず
、
よ
り
短
い
時
間

領
域
で
測
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
た
。

新
放
射
光
技
術
は
大
型
放

射
光
研
究
施
設
「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
�
８
」
の
活
用
に
よ
り

開
発
さ
れ
た
。
０
・
１
�
〜

１
０
０
�
秒
の
運
動
を
測
定

で
き
、
従
来
技
術
と
合
わ
せ

幅
広
い
時
間
領
域
で
の
測
定

が
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

最
新
の
２
次
元
Ｘ
線
カ
メ
ラ

「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
」
を
用
い

る
こ
と
で
、
動
い
て
い
る
も

の
の
時
間
ス
ケ
ー
ル
だ
け
で

な
く
空
間
的
な
大
き
さ
の
同

時
測
定
を
実
現
。
開
発
し
た

技
術
を
ゴ
ム
材
料
に
適
用
す

る
こ
と
で
０
・
１
�
〜
１
０

０
�
秒
の
広
範
な
時
間
領
域

で
ゴ
ム
中
に
お
け
る
分
子
鎖

の
運
動
を
測
定
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

こ
の
研
究
は
科
学
技
術
振

興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
戦
略

的
創
造
的
研
究
推
進
事
業

「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
の
一
環
で
、

同
技
術
を
タ
イ
ヤ
性
能
の
向

上
に
応
用
さ
せ
る
こ
と
で
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
実
現
へ
の

貢
献
を
目
指
す
。

富
士
経
済
は
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
が
実
質
ゼ
ロ
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
Ｃ
Ｎ
）
燃
料
の
世
界
市
場

が
２
０
５
０
年
に
２２
年
比
７

・
９
倍
の
２
３
６
・
３
兆
円

に
拡
大
す
る
予
測
を
発
表
し

た
。
世
の
中
全
体
の
「
電
化

シ
フ
ト
」
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
普
及
に
と
も

な
っ
て
燃
料
の
世
界
市
場
は

５０
年
に
２２
年
比
３０
・
７
％
減

の
４
３
８
・
４
兆
円
ま
で
縮

小
す
る
見
通
し
。
そ
の
な
か

で
、
Ｃ
Ｎ
燃
料
は
化
石
燃
料

か
ら
の
置
き
換
え
需
要
を
取

り
込
む
か
た
ち
で
市
場
が
拡

大
す
る
。

化
石
燃
料
の
世
界
市
場
は

将
来
的
な
需
要
減
少
を
見
越

し
新
規
の
油
田
や
ガ
ス
田
、

炭
鉱
の
開
発
投
資
が
減
る
た

め
５０
年
に
２２
年
比
６６
・
４
％

減
の
２
０
２
・
１
兆
円
ま
で

縮
小
。
燃
料
の
世
界
市
場
全

体
に
占
め
る
Ｃ
Ｎ
燃
料
の
比

率
は
２２
年
の
４
・
７
％
か
ら

３０
年
に
９
・
２
％
と
な
り
、

５０
年
に
は
５３
・
９
％
と
過
半

を
超
え
る
と
予
測
す
る
。

需
要
分
野
別
の
Ｃ
Ｎ
燃
料

比
率
の
５０
年
予
測
と
し
て
、

自
動
車
燃
料
は
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
や
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
、
グ
リ
ー
ン
水
素
と
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
原
料
に

つ
く
る
合
成
燃
料
「
ｅ
�
フ

ュ
ー
エ
ル
」
の
需
要
拡
大
に

よ
り
３７
・
８
％
（
２２
年
は
４

・
３
％
）、船
舶
燃
料
は
ク
リ

ー
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
や
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ど
の
普
及
に

と
も
な
っ
て
３５
・
９
％
（
２２

年
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
）、航
空
機
燃

料
は
次
世
代
航
空
燃
料（
Ｓ

Ａ
Ｆ
）
や
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
、
ｅ
�
フ
ュ
ー
エ
ル
な

ど
の
普
及
に
よ
っ
て
７３
・
４

％（
２２
年
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
）
に
高

ま
る
見
通
し
。
発
電
燃
料
は

バ
イ
オ
メ
タ
ン
や
水
素
・
ア

ン
モ
ニ
ア
の
混
焼
に
よ
っ
て

２３
・
９
％
（
２２
年
は
１
・
８

％
）に
高
ま
る
と
予
測
す
る
。

各
種
Ｃ
Ｎ
燃
料
の
５０
年
市

場
予
測
に
つ
い
て
は
、
化
石

燃
料
か
ら
の
改
質
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２

の
回
収
・
利
用

・
貯
留
）
技
術
を
組
み
合
わ

せ
て
製
造
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
を
減
ら
し
た
「
ブ
ル
ー
水

素
」
は
２
兆
８
８
９
億
円（
２２

年
は
僅
少
）、グ
リ
ー
ン
水
素

は
３
兆
４
２
６
０
億
円
（
２２

年
は
僅
少
）、グ
リ
ー
ン
水
素

と
火
力
発
電
所
や
工
場
な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

を

原
料
に
作
る
「
ｅ
�
メ
タ
ン
」

は
２
兆
６
６
４
０
億
円
（
２２

年
は
僅
少
）、ｅ
�
フ
ュ
ー
エ

ル

は
６２
兆
５
９
５
０
億

円

（
２２
年
は
１８
億
円
）
に
拡
大

す
る
見
通
し
だ
。

経経
営営
再再
建建
へへ
新新
体体
制制
模模
索索

有機顔料世界大手 ホイバッハ・グループ

欧
州
生
産
の
最
適
化
急
ぐ

ホイバッハ・グループの顔料工場

銀銀ナナノノワワイイヤヤーー分分散散体体

先
端
分
野
へ
の
提
案
開
始

星
光
Ｐ
Ｍ
Ｃ
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（富士経済調べ）

溶液塗工で真空蒸着不要

ノイズ干渉防ぐ塗工材に

ペロブスカイト太陽電池の透明電極

半導体の先端パッケージング向け

繊
維
形
状
の
た
め
接
触
点
が
多
く
、
延
性
に
富
む

２０２４年（令和６年）６月２０日（木曜日）（第三種郵便物認可）（３）


